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平成 20 年 3 月期 中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

     最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 8月 2日に発表した平成 20 年 3 月期中間期(平成 19

年 4月 1日～平成 19年 9月 30日)の連結業績予想及び個別業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 

１．平成 20 年 3 月期 中間連結業績予想数値の修正（平成 19年 4 月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 
                              （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
(平成 19 年 8 月 2 日発表) 4,800 △200 △150 △150

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 4,866 △435 △412 △435

増 減 額（Ｂ－Ａ） 66 △235 △262 △285

増 減 率（％） 1.4 － － －

（ご参考）前年中間期実績 
（平成 19年 3 月中間期） 

6,271 85 112 53

 

２．平成 20 年 3 月期 中間個別業績予想数値の修正（平成 19年 4 月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 
                             （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
(平成 19 年 8 月 2 日発表) 4,600 △100 10 5

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 4,764 △316 △269 △338

増 減 額（Ｂ－Ａ） 164 △216 △279 △343

増 減 率（％） 3.6 － － －

（ご参考）前年中間期実績 
（平成 19年 3 月中間期） 

6,116 37 91 52

 
３．修正の理由 

当中間期の連結業績につきましては、売上高は平成 19 年８月２日に発表しました予想どおり
に推移いたしましたが、損益面においては、試験研究費の先行負担増や減価償却に係る税法の改
正に合わせた会計処理方法の適用による減価償却費の負担増および材料費の高止まり等の要因
により、営業利益、経常利益、当期純利益は発表値を下回る見込みとなりました。営業損失が４
億３千５百万円（前回予想２億円の損失）、経常損失が４億１千２百万円（前回予想１億５千万
円の損失）、当期純損失は繰延税金資産を９千２百万円取り崩したため４億３千５百万円（前回
予想１億５千万円の損失）となる見込みです。 

 
また、当中間期の個別業績につきましても上記の要因により、営業損失が３億１千６百万円（前

回予想１億円の損失）、経常損失が２億６千９百万円（前回予想１千万円の利益）、当期純損失
は３億３千８百万円の損失（前回予想５百万円の利益）となる見込みです。 

 以  上 


